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運動会に向けて結団式  

伊米ヶ崎大運動会５月２６日 皆さんぜひご参加ください 

 本日、運動会結団式が行われました。応援リーダーの決意表明や各団のエールから運動

会への意気込みが感じられました。地区と学校が一緒に運動会を行うようになって５年目、

今年はいよいよ地域コミュニティ「伊米ヶ崎共和国」との連携事業となります。運動会で

伊米ヶ崎の元気をつくりましょう。地域挙げての運動会です。皆さんのご来場・ご参加を

お待ちしております。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在プログラム編成中ですが、地域の皆さんか

ら出場していただく種目は「地域対抗玉入れ」（午

前の部 10:00~1040 頃） 「地域対抗綱引き」（午

後の部 13:30~14:00 頃）「地域対抗大玉送り」（午

後の部 14:00~14:20 頃）を予定しています。また、

競技の最後は「魚沼音頭」を参加者全員で踊りま

す。昨年同様大きな踊りの輪ができるよう、ぜひ

ご参加ください。 

【星と稲の訓】  朝に星を戴きて出で 努め励みて 我が伊米ヶ崎校及び伊米ヶ崎村の発展を期さん 
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NO３ 
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赤組団長 ６年 

   桑原 蓮さん 

ぼくは赤組応援団長とし 

て赤組が優勝を勝ちとれる 

ように赤組みんなをまとめ 

ます。そのために率先して指示を出し、みん

ながすぐに行動できるようにします。また、

応援練習のときにしっかりとアドバイスを

して、競技している人が全力を尽くせるよう

に協力して大きな声で応援します。６年生は

今年が最後の運動会なので６年生みんなが

悔いのない運動会にします。よろしくお願い

します。 

白組団長 ６年  

本間 高峰さん 

ぼくは応援団長として白 

組を優勝に導きたいです。 

そのために自分から下学年 

やリーダーに指示を出し、息の合った応援、

競技ができるようにします。大きな声でぼ

くがお手本となるように心がけ、それをリ

ーダーがまねをし、それを見た下学年が一

生懸命応援してくれるようにがんばりま

す。そして、正々堂々と全力で競技し、白

組を優勝に導きたいです。よろしくお願い

します。 
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交通安全教室 ～学んだことを続けることが大事～ 

 ４月２６日、魚沼市企画政策課まちづくり室のご協力をいただき、学校周辺道路を使い

交通安全教室を開催しました。安全指導や実技指導には 虫野駐在所大久保さん、交通安全

指導員大矢さんから来ていただきました。１・２年生は横断歩道での安全確認を中心に行

い、３～６年生は自転車の安全運転について学びました。 

 交通安全教室終了後、担当職員との懇談場面でこれからも繰り返し指導していくことと

して以下のことを聞かせていただきました。 

 

          1・2年横断練習 

 

 

 

 

ブレーキ 

確認しよう 

  

   

 教育講演会 「子どもと心の体のつながり」 

当校でクロスカントリースキーの指導や体づくり学習 

の講師としてお世話になっているスポーツインストラク 

ターの梅田愛子さんから上記の内容で講演をしていただ 

きました。当校が自律性支援の取組を進める中で、知識 

や技能を獲得するためには、その基盤として「心と体が 

健康」であることが重要だと考えています。しっかり体 

を起こして物事に正対し学ぶためには、体の軸が大切で 

す。継続した学びを支えるのは、体と心の強さです。今 

回の講演では体の構造と心の関係についてお話いただきました。「学び直し」で体をしっ

かりつくり、合わせて心も健康にしていくことができる、諦めずに再チャレンジすること

の大切さ。そう思うと逆もあり得るのだと気付きました。気を抜けば健康な体と心は壊れ

てしまうのです。幼児期に大事だったことは発展継続させていくことが必要なのです。 

繰り返し指導していくこと 

○自転車に乗るとき、歩道があるところは

歩道を通行する。 

○ヘルメットをかぶることを呼びかける。 

～命を守るために 車はシートベルトで守

る、自転車はヘルメットで守る～ 

○信号が青でも車が停止しているか確認し

て渡る。 

代表あいさつから   （６年  山田 桃歌さん） 

注意することとして心に残ったことは「自転車は車の仲間」ということ、「ス

ピードが出る」ということです。だからきまりを守って安全に運転することが大

事なんだということが分かりました。そして、自転車の乗り方では「走りはじめ

のペダルの位置」「走る前の点検」がとても 

大切だと感じました。教えていただいたこと 

に気をつけて自転車に乗るようにしたいと思 

います。 

 


